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飼養密度、敷料の量・交換頻度の
バラシス保ちベッドを管理

フリーパーンの牛床管理の要点

帯広畜産大学畜産フィ ールド科学センタ ー助教費藤 朋子

フリーパーンは敷料（麦稗、稲わら、オガ粉など）が敷かれた横臥（お
うが）休息場所（以下、 ベ ッドエリア）と、コンクリー卜の採食通路（以
下、採食エリア）で構成される。

本稿では、フリ ー スト ール牛舎と比べたフリ ーバーンの利点、と欠
点に加え、実際にフリ ーパーンで牛群を飼養している酪農家への取
材を墨にした牛床管理のポイン卜を紹介する。（筆者）

横臥時間長くなり

発情時の行動変化が多様

初めに、隔柵やネックレールな
どの構造物があり、牛の横臥場所
や姿勢を牛舎施設で制御する フリ
ーストールと比べ、牛を制御する
構造物がなく横臥場所や姿勢を自
由に選択できる フリーバー ンの利
点を紹介する。

牛床マットが敷かれたフリース
トールの方が飛節のけががより多
く、程度も重症た、った 1）ことに加
え、破行（はこう） の発生率が高か
った 2)3）という報告がある。これ
は、フリーストールではフリーバ
ー ンと比べて横臥時間が短く、作
立（ちよりつ 二 立ったまま動かな
い状態） している時は糞尿が堆積
した場所にいることになり、蹄が
軟らかくなってすり減りやすいた
めである。

一方でフリーバーンでは横臥時
間が長く、フリーストー ノレより乾
いて滑りにくい場所で行立するた
め、蹄の摩耗が最小限で、済む 4）と
いう報告がある。このように、肢
蹄のけがや疾病が少ないことはフ
リーバ ーンの利点といえる。
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また、近年、重要視されてきた
アニマルウェルフェア（家畜福祉）
の観点からも、フリーパー ンの方
が優れているという報告がある。
例えば、牛の横臥時間はフリース
トールより長く5 ）、さらに、フリー

パーンでは発情時に行動が多様に
変化し、より多くの親和行動が見
られた。このことから、牛がより
自由に行動でき4）、フリーストー

ルよりフリーパー ンで横臥するこ
とを好む 6） など、福祉の観点、から
優れていると結論付けている報告
も多い口

ただし、フリーパー ンにも欠点
はあり、フリーストールより乳房
炎の発生率が高く 7 ）、そのリスク
も高い 8）としづ報告がある。理由
として牛体の汚れが挙げられる。
汚れの原因は、ベッドエリアと採
食エリアが近過ぎる場合に、採食
エリアに近い部分のベッドが踏み
荒らされ、ぬかる んでしま うた
め5）と指摘されている。 フリース
トールは隔柵やネックレールで牛
の横臥姿勢を牛舎構造によって制
限し、結果として排せつ場所を制
御できる。 しかし、フリーパー ン
にはそのような設備がないため、
排せつ物がベッドエリアに落ち、

結果として牛の体が汚れる。

敷料確保が難しい場合は

間養密度を下げる

フリーバー ンにおける牛床管理
の最重要ポイントは、敷料を入れ
たベッドエリアのぬかるみ化を避
けることである。牛が毎日排出す
る65kg程度の糞尿は、ベッドエ
リアと採食エリアに落ちる。 牛は
排糞行動を、自らコントロ ールす
ることはほとんどなく、排せつは
ランダムに起こる 9）

口 牛は排せっ
場所を選ぶ習性もなく、長持間滞
在する場所に排せつ物が多く堆積
する 10） などの報告がある。

先述したフリーバー ンの利点で
ある 肢蹄のけがや疾病が少ないこ
とを十分に発揮するには、フリー

バー ンの中で最も面積が広い、敷
料を入れたベッドエリアの水分を
適切に管理することが重要にな
る。さらに、欠点で、ある 牛体の汚
れによる 乳房炎のリスクも、ベッ
ドエリアの十分な管理によって減
らせると考えられる。 フリーパー

ンではベッドエリアの水分含量を
70%以下にすることが重要で、
そのために十分な除糞や敷料の交
換 － 追加が必要になる。

そこで、育成牛をフリーパー ン
で管理している北海道十勝管内の
牧場で聞き取りを行った結果を基
に、ベッド管理のポイントを紹介
する。その牧場のフリーパーンの
外観が写真 1 である。牛舎全長50

m、ベッドエリアの奥行き9m、給

計しており、天井が高く明る く、
牛舎下部分にも広い換気口があ
る（写真3） ため、牛床が 乾きや
すくなっている（写裏4）。

管理者が最も強調していたの

が＠飼養密度＠敷料の量＠敷料
の交換頻度（清掃頻度） ーのパラ

ンスを保ち、ベ

ッドを管理する
ことだった。

例えば、使え
る敷料が少なく
交換頻度（清掃
頻度） も少ない
場合は、飼養密
度を下げること
で対応する。現
在の牛1頭当た
りの面積は9ぱ

程度で、適切に

餌通路3.5m（採食中の牛の後ろ
を余裕を持って他の牛が通行でき
る幅）で、1棟で2群管理してい

る（写翼2）。 ベッド管理は週にl

回表面をならす程度で、作業時間
は2時間程度D 牛舎を建築する際
に、換気と日当たりを重視して設

写真1 フリーパーンの外観

写真2 2群管理で、 ベ ッド管理は週1回2時間程度

写真3 広い換気口がある牛舎下部

写真4 ベ ッドエリアに横臥する育成牛

管理できる密度になっている。
また、牧場がある卜勝管内は冬

と夏で気候の変化が大きく、冬は
凍結対策、夏はハエ対策など、季
節ごとの管理で注意すべき点が異
なるため、天候を見極めた臨機応
変な対応が重要になっている口

起立動作や横臥動作がスムーズ

に行えているかについても、ベッ
ドエリアの管理状況と1頭当たり
のスペースが十分で、あるか示す指
標となる。 牛は横臥する 前に、鼻
を地面に近付けて臭いを嘆ぐよう
な仕草をする。その後、片方ずつ

前肢を折り曲げ、前膝（ぜんしつ）
を突いてから腰を下ろし横臥動作
を終える。 起立時は、前膝を突い
て頭を上げ、反動を付けるように
大きく頚を前方に振り出しながら
後肢から立ち上がる11

)（図）。

図 乳牛の横臥動作と起立動作
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どの牛舎でもいえるが、 特に起

立時の頚を振り出す動作には安定

した地面と十分なスペースが必要

で、 起立動作がスムーズにできる

ような牛床管理がフリーバーンで

もポイントになる。

フィ ー ドステーション活用で

ベッドエリアでの排せつ回数減少

実験レベルだが、 筆者らは育成

牛を対象にフリーバーンにおける

ベッドエリアでの排せつ頻度（1 

日当たり排せっ回数に占めるベッ

ドエリアでの排せつ回数の割合）

減少に成功している。 自動給餌機

（フィードステーションもしくは

コンピューター制御フィーダー）

を使い、 牛が自動給餌機に進入し

配合飼料を一度採食すると、 その

1時間後に再給餌されるように設

定した （写真5）。 この実験だけで

ベッドエリアでの排せつ頻度が

42%から20%に減り、 排せつ場

所が自動給餌機周辺に集中するよ

うになった 12）。

これは牛の起立 ・ 横臥のリズム

に合わせたプログラムで、 ＠牛の

排せつは起立直後に多い＠起立か

ら次の起立までの周期が3 ～ 4時

間になることが多い＠起立継続時

間は1時間以内が多いーという三

つの研究成果を活用しており、 経

産牛でも同様の効果が得られると

思われる。

分賜や発情をAlで

分析・検知する技術開発も

ここまでフリーバーンの利点や

適切な牛床管理について述べてき

たが、 関連情報として、 AI（人工

知能） 技術を活用した牛の行動分

析技術のうち、 放し吉郎、形式に活

用できそうなものを紹介する。

放し飼し、の子牛の行動分析の研

究では、 子牛に装着したカメラの

映像をAIで分析することで、 行動
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の把握を可能にしてい
る 13）。

他にも、 活動センサ

で取得したデータのパ

ターンをAI分析し発

情検知を行う研究や、

ビデオカメラの映像を

AIで分析し分娩を検

知するシステムの研究

も進んでいる。 牛の顔

と必要なデータをAI

に学習させ検知する 技

写真5 フィ ー ドステ ー ションを設置した育成牛用フリ ー

パーン

術もあり、 これによって将来的に

牛の存在や分娩兆候の破水などの

検知が可能になる。 酪農分野への

AI 技術の 応用は始まったばかり

だが、 うまく活用して省力化を図

ることができれば、 空いた時聞を

利用した牛床環境改善も期待でき

そうだ。

最後に、 本稿の執筆に当たり、

取材に応じていただし、た育成牧場

の皆さまに感謝申し上げる。
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